
様式

区　分

○地域課題の抽出とその解決策
・西区は 坂井輪地域・西地域・黒埼地域の３地域で構成されているため 各地域の

テーマ・事業名
第2回西区アートフェスティバル

【事業費予算 1,500　千円】

事業目的・概要

【目的】
・「アート」の表現を通して西区全体の文化風土を耕して、区民の一体感を醸成する。
・西区でアートの表現活動に取り組んでいる団体等に発表の場を提供し、幅広い区民
　から知ってもらう。
・大学の存在をはじめ、学術・文化豊かな西区のパワーを発信する。
【概要】
第１回からの変更点として吹奏楽や合唱、芸能に加えて新たにダンスも対象にした
団体の発表の場として開催した。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

・開催日、会場：平成26年10月26日（日）　黒埼市民会館1階ホール
・出演団体：15団体
＜合奏の部＞
小針中学校吹奏楽部、新潟西高等学校吹奏楽部、西内野コミ協吹奏楽団、
アンサンブルフィーデル、五十嵐中学校箏曲部、新潟大学吹奏楽部
＜合唱・ダンスの部＞
赤塚中学校音楽部、コーラス円、フラサカイワA、黒Dan、T‐ROOP DANCE COMPANY
＜芸能の部＞
オカリナサークル風人、木田流津軽三味線「松栄会」、民謡佳月会、新潟楽所
・出 演 者：約300人
・来 場 者：延べ644人

平成27年3月24日

区自治協議会提案事業　事業評価書

西区自治協議会

内　　容

事業の評価

・西区は，坂井輪地域・西地域・黒埼地域の３地域で構成されているため、各地域の
　文化活動は盛んだが、西区が一体となった文化活動が見られなかった。
　そこで、区民の一体感の醸成を目指し、西区で音楽活動などに取り組んでいる団体
に
　発表の場を提供した。

○評価（成果）
・2回目ということで区民に浸透してきた。
・秋のイベントが集中する時期にもかかわらず、前回に比べて来場者が増えた。
・アンケートで継続の要望が多く寄せられたため、第3回も開催することとした。
・スタッフの仕事内容をマニュアル化したため、ステージ上の運営がスムーズに行え
た。
・琴の演奏や子どもたちのダンスを新たに組み入れるなど、構成を工夫したことにより、
　長く鑑賞している方がみうけられた。

○課題
・観客や出演者に観賞マナーを守ってもらえるよう対策が必要。
・出演者の持ち時間の調整が必要。
・マンネリ化しないよう多様なアイデアを出していくことが必要。
・さらなる周知を図るため、さまざまな媒体を活用した広報活動を実施する。
　（テレビ・新聞・高齢者施設など）

○今後の取組
・出演団体の参加意欲に繋がるような発表の場として開催を継続していく。
・若い人のアイデアを取り入れるため、学校（学生）との共催について検討していく。

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

備考
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区　分

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

平成26年5月8日

区自治協議会提案事業　事業評価書

西区自治協議会

内　　容

備考

○開催日時：平成25年10月27日（日）午前10時～午後4時
○開催会場：黒埼市民会館１階ホール
○出演団体：１３団体
＜地域コミュニティ団体＞
・山田校区ふれあい協議会「山田っ子隊」
＜学校関係団体＞
・青山小学校合唱部・小針中学校合唱部・坂井輪中学校吹奏楽部・新潟清心女子中
学・高等学校ハンドベル部・新潟大学室内合唱団「カンマーコール」
＜公民館利用団体＞
・西内野吹奏楽団・合唱団（コーラス）円（まどか）・アンサンブルフィーデル・民謡佳月会
＜伝統芸能団体＞
・新潟楽所・赤塚伝統芸能保存会・青山翔龍会
○出 演 者：約290人
○来 場 者：延べ614人

テーマ・事業名
第１回西区アートフェスティバル

【事業費予算　1,520千円】

事業目的・概要

(1)「アート」の表現を通して西区全体の文化風土を耕して、区民の一体感を醸成する。
(2)西区でアートの表現活動に取り組んでいる団体等に発表の場を提供し，幅広い区民
から知ってもらう。
(3)大学の存在をはじめ、学術・文化豊かな西区のパワーを発信する。
　これらを開催目的とし、第1回は「音楽・芸能」分野の団体を対象にした発表の場とし
て開催した。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○地域課題の抽出
・西区は，坂井輪地域・西地域・黒埼地域の大きく３地域で構成されているため、各地
域の文化活動は盛んだが、西区が一体となった文化活動が見られなかった。そこで、
区民の一体感の醸成を目指し、西区で音楽活動に取り組んでいる団体等に発表の場
を提供する事業を実施する事は、委員にとっても初めての試みで、とてもやりがいのあ
る取組となった。

○評価
・西区で13の音楽団体が一堂に集まって実施できたことに、驚きと感動を感じた。胸を
張って誇れる事業で、レベルの高い内容だった。また、委員一丸となってスムーズな進
行に努め、やり終えたという充実感を感じることができた。
・アンケート調査の意見では、「素晴らしい内容で、次回もぜひ見に来たい」と満足度が
約90％だった。また、事業報告記事を掲載した自治協広報紙への区民意見にも、アー
トフェスティバルに関する好評な意見が多く寄せられ、区民の一体感の醸成ができたと
評価したい。

○課題
・自治協主催であるが，自治協委員の参加が少なかった。
・様々な世代の交流に繋がりができることが理想。
・広報やＰＲ方法をもっと工夫していく必要性を感じた。
・参加団体によって、来場者にばらつきがあったので、プログラム構成を検討する必要
がある。





（７） プロジェクトチーム３に関すること 

【成果】 

○第３期の課題である西区アートフェスティバルの開催について、今期の自

治協議会提案事業として２回開催した。 

 

○第１回（平成 25 年 10 月 27 日）は、テーマを「音楽の力、西区の宝」とし、

西区で活動している「音楽・芸能」分野の団体の発表の場として提供する

ことができた。 

第２回（平成 26 年 10 月 26 日）は、第１回に引き続きテーマを「音楽の力、

西区の宝」としたが、音楽という分野を拡大しさまざまな団体の発表の場

とするため、ダンスグループからも参加いただき、区民からも好評だった。 

 

○西区で活動している団体等を多数集めての実施だったが、スタッフ一丸と

なってスムーズな進行に努め、やりとげることができた。 

 

○運営には、部会員以外の委員からも協力してもらったが、初めて携わる委

員でも当日の運営がスムーズにできるよう、第２回からスタッフの仕事内

容をマニュアル化した。 

 

○第１回はプログラム構成を「学校の部」「公民館利用団体の部」「伝統芸能

の部」としたため、時間帯によって来場者の数に偏りが見受けられたが、

第２回ではプログラム構成を「合奏の部」「合唱・ダンスの部」「芸能の部」

と、演奏方法や演技内容で分けたため、来場者の均一化と長時間鑑賞する

方を増加させることができた。 

 

○アンケート調査では、第１回・第２回共に「素晴らしい内容で、次回もぜ

ひ見に来たい」という意見が多く、来場者の満足度も非常に高かった。さ

らに、事業報告を記事として掲載した自治協議会広報紙「西区を豊かに」

への感想としても、好評な意見が多く寄せられた。 

開催当日は演奏者や演技者と来場者が音楽をとおして一体となっていたた

め、事業目的である「区民の一体感の醸成」が達成できた。 

●第１回西区アートフェスティバル来場者：614 人（１日の延べ人数） 

●第２回西区アートフェスティバル来場者：644 人（１日の延べ人数） 

 

 

 

 

第４期 西区自治協 成果と課題 【抜粋版】 



【課題】 

○自治協議会提案事業として西区アートフェスティバルの開催を継続し、音

楽をテーマとした「西区の宝」を発信する場として定着させ、その後アー

ト作品の展示会などを並行して検討する。 

 

○事業がマンネリ化しないよう、企画内容を検討する必要がある。 

 

○アンケートに出演者や来場者のマナーについての意見があったため、出演

者との事前打ち合わせの場や場内アナウンスによる注意などでの対応を

検討する必要がある。 

 

○学生や地域ボランティアから企画や運営などに参加してもらうことはで

きないか検討し、関係団体等と協議していく。 

 

○来場者の増加を図るため、チラシの全戸配布を継続するとともに福祉施設

に入所している高齢者からも来て楽しんでいただけるよう情報を提供す

る。また、テレビ・新聞・雑誌などマスメディアを活用した広報活動を検

討する必要がある。 

 

 

 


